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作用機序に関する説明資料 

１．製品概要 

商品名 セラミド モイスチュア 

機能性関与成分名 米由来グルコシルセラミド 

表示しようとする

機能性 

本品には米由来グルコシルセラミドが含まれます。 米由

来グルコシルセラミドには、肌のうるおいを維持する機

能が報告されています。 

 

２．作用機序 

米由来グルコシルセラミドを用いた動物試験及び臨床試験において、米由来

グルコシルセラミドの経口摂取により経皮水分蒸散量が抑制されること 1,2,3,4)、

また、その際、皮膚中のセラミド含量が増加すること 2, 4)が明らかにされている。 

経口摂取されたグルコシルセラミドは、腸内で加水分解されスフィンゴイド

塩基となった後、体内に吸収されることが示唆されている 5)。米由来グルコシル

セラミドを構成するスフィンゴイド塩基の組成は既に明らかにされており 6)、そ

れらを用いた in vitro 試験において、表皮細胞におけるセラミドの再構築 7,8)、

コーニファイドエンベロープの形成促進 9,10)及びタイトジャンクションの機能

亢進 11,12)が報告されている。 

以上のことから、米由来グルコシルセラミドは、表皮中の①セラミドの再構

築、②コーニファイドエンベロープの形成促進、③タイトジャンクションの機

能亢進を介して経皮水分蒸散量を抑制すると考察できる。 
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